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原発再稼働ありき 規制委員会が新基準決定 

原子力規制委員会は 19 日、地震・津波対策、重大事故への対策などを求めた新基準を決定した。

新基準は、原発の危険から国民の安全を保障するものとはほど遠い内容であり、運転期間を 60 年

まで認め、事故の際の圧力を逃がす設備も 5年の猶予を設けている。（6/20 赤旗） 

 

高市氏、原発発言を謝罪 

自民党の高市早苗政調会長は 19 日、「原発事故によって死亡者が出ている状況ではない」と述

べた発言について「お詫びする」と謝罪した。首相周辺は「本人が謝罪して、これで決着だろう」

と幕引きを図ったが、参院選を前に選挙公約の責任者による失言は尾を引く。（6/20 朝日） 

 

ブラジルに原発 輸出推進合意へ 

安倍首相とブラジルのルセフ大統領による 27 日の東京での首脳会談で、ブラジルへの原発輸出

など原子力協力の推進で合意する見通しとなった。（6/20 朝日） 

 

再稼働へ 急ぐ電力会社 脱赤字 産業界も後押し 

関西、四国電力などが、原発再稼働の準備を進めている。7 月 8 日の新しい規制基準に合わせ

て再稼働を申請する構えだ。赤字継続による再値上げを嫌う産業界の強い求めも後ろ盾になって

いる。「一日も早い再稼働を」と 18 日、関西経済連合会で日立造船の古川稔会長は会見で国への

要望を述べた。日立造船は再稼働によって電力供給の不安と再値上げの恐れをなくすよう求めて

いる。7月に再稼働申請予定原発は、関電の高浜 3.4 号機、四電の伊方 3号機。（6/19 朝日） 

 

除染政策ひそかに転換 再除染認めない 

福島第 1原発事故後の除染について、政府が自治体に対し、今年度の計画達成は難しいことや、

作業しても放射線量が下がらない場所の再除染を認めない考えを非公式に伝えていた事が分かっ

た。「除染を加速させる」とい公式見解と矛盾しており、説明がないまま政策転換に動き出した。

表向き「加速する」と言い、水面下で逆の姿勢を見せるのは政治の責任を放棄する行為だ。政府

は参議院選挙への影響を恐れて政策転換を進めている。（6/16 朝日） 
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